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「元気な島 喜界島」 の実現に向けて！

～令和６年度施政方針演説～～令和６年度施政方針演説～

　

は
じ
め
に
、
元
日
に
発
生
し
た
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
の
震
災
に
よ
っ
て

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
被
害
に
見
舞
わ

ら
れ
、
厳
し
い
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ

る
被
災
者
の
方
々
に
、
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

の
長
期
化
や
米
国
経
済
が
も
た
ら
す
大

幅
な
円
安
の
進
行
等
の
影
響
に
よ
り
物

価
が
高
騰
し
、
そ
の
影
響
は
、
肥
料
・

飼
料
・
燃
料
の
価
格
高
騰
に
よ
る
農
家

経
営
の
圧
迫
、
食
料
品
等
の
生
活
関
連

物
資
も
高
騰
し
、
家
計
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

明
る
い
話
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

３
年
間
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
各
集
落
の
行
事
や
町
の
イ

ベ
ン
ト
等
も
、「
奄
美
群
島
日
本
復
帰

70
周
年
」
と
い
う
冠
を
付
け
て
予
定
通

り
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
の

賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
き
た
１
年
で
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
の
第
19
回
大

島
地
区
肉
用
牛
振
興
大
会
で
は
、
喜

界
町
が
総
合
優
勝
を
獲
得
、
12
月
の

Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
・
動
画
大
賞

２
０
２
３
で
は
、
喜
界
町
が
動
画
部
門

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
町
政
を
与
り
、
今
年
で
４
年

目
を
迎
え
ま
す
。
町
長
就
任
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
、
防
災
対

策
、
ま
た
物
価
高
騰
対
策
等
、
様
々

な
課
題
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
少
子
高
齢
化
に
加

え
人
口
減
少
が
特
に
重
要
課
題
で
あ

り
ま
す
。
昨
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
将
来
推
計
人
口
に
よ
り
ま
す
と
、
喜

界
町
は
２
０
３
０
年
に
５
，
６
０
３

人
、
２
０
４
０
年
に
４
，
６
９
８
人
、

２
０
５
０
年
に
３
，
８
９
２
人
に
な

る
と
予
想
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
２
０
４
０
年
に
は
現
在
の
湾
集

落
相
当
の
人
口
が
消
え
、
２
０
５
０

年
に
は
湾
集
落
及
び
赤
連
集
落
相

当
の
人
口
が
消
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
少
し
で
も
抑

え
る
べ
く
、
交
流
人
口
や
移
住
・
定
住

の
促
進
を
図
り
町
民
の
福
祉
度
を
上
げ

る
よ
う
、「
第
６
次
喜
界
町
総
合
振
興

計
画
」、「
喜
界
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
若
年

層
や
子
育
て
世
代
の
定
住
を
図
り
、「
子

や
孫
の
世
代
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
元
気
な
島
」
を
実
現
す
る
た
め
に

全
力
を
挙
げ
て
町
政
運
営
に
邁
進
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
令
和
６
年
度
の
特

に
重
点
的
に
取
り
組
む
４
つ
の
施
策
に

つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

①
交
流
人
口
及
び
移
住
・
定
住
促
進

　

本
年
度
サ
ン
ゴ
留
学
生
の
寮
を
整

備
し
、
令
和
７
年
度
に
は
３
学
年
全
て

が
揃
い
、
喜
界
高
校
に
お
い
て
約
20
名

の
留
学
生
を
受
入
予
定
。
ま
た
、
令
和

５
年
度
に
完
成
し
た
荒
木
小
跡
地
の
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
キ
カ
イ
ベ
ー

ス
（
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ　

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
）」
を
活

用
し
企
業
を
呼
び
込
む
。
移
住
・
定
住

に
つ
い
て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

拡
充
、
空
き
家
改
修
に
よ
り
受
入
体
制

の
整
備
を
実
施
。

②
３
歳
以
上
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に

通
う
園
児
の
給
食
費
無
償
化

　

義
務
教
育
学
校
に
通
う
児
童
・
生

徒
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
３
歳
以

上
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
う
園
児
ま

で
拡
大
。

③
畜
産
農
家
の
支
援
継
続

　

町
の
単
独
事
業
で
継
続
し
て
家
畜

共
済
掛
金
の
２
分
の
１
を
助
成
。
ま
た
、

購
買
者
意
欲
促
進
事
業
と
し
て
子
牛

輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
を
令
和
７
年
度

ま
で
実
施
。

④
喜
界
町
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
す

　

喜
界
町
脱
炭
素
化
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に

本
町
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
の
見
え
る
化
、

サ
ン
ゴ
礁
文
化
を
活
用
し
た
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
検
討
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
可
能
性
調
査
の
推

進
。

　

次
に
、
第
６
次
喜
界
町
総
合
振
興
計

画
の
５
つ
の
分
野
別
基
本
計
画
に
沿
っ

て
主
要
施
策
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。

　

３
月
５
日
に
開
会
さ
れ
た「
令
和
６
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
」

で
の
令
和
６
年
度
施
政
方
針
演
説
の
前
文
を
掲
載
し
ま
す
。

※
施
政
方
針
演
説
と
は
、
今
後
１

年
の
町
行
政
の
柱
と
な
る
重
点

施
策
及
び
各
分
野
の
方
針
に
つ

い
て
、
町
長
が
町
議
会
を
と
お

し
て
町
民
に
表
明
す
る
も
の
で

す
。
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１
．
町
民
一
人
ひ
と
り
が

　
　
　

健
康
で
輝
く
ま
ち
づ
く
り

（
１
）
子
育
て
世
代
支
援
の
推
進

　

・
不
妊
治
療
や
妊
婦
・
産
婦
健
康
診

査
及
び
出
産
時
の
旅
費
助
成
等

　

・
小
、
中
、
高
校
生
の
医
療
費
の
自

己
負
担
分
を
全
額
助
成

　

・
３
歳
以
上
の
保
育
園
利
用
児
の
給

食
費
無
償
化

（
２
）
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

・
敬
老
パ
ス
事
業
や
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

・
介
護
給
付
費
の
適
正
化

（
３
）
障
害
者
福
祉
の
推
進

（
４
）
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

・
生
活
習
慣
病
予
防
の
普
及
啓
発

　

・
各
種
が
ん
検
診
の
実
施

（
５
）
医
療
体
制
の
確
保

　

・
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
月
10
日

開
設

２
．
安
心
・
安
全
で
美
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

（
１
）
防
災
対
策
体
制
の
強
化

（
２
）
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化

（
３
）
住
み
よ
い
住
環
境
の
創
出

　

・
中
里
コ
ー
ラ
ル
団
地
下
に
１
棟
５

戸
の
住
宅
整
備

　

・
と
畜
場
の
移
転
場
所
等
検
討

　

・
火
葬
場
の
維
持
補
修
及
び
納
骨
堂

の
整
備
計
画
検
討

　

・
野
良
猫
の
繁
殖
抑
制
、
飼
い
猫
の

適
正
飼
育
の
推
進

（
４
）
資
源
循
環
型
社
会
の
創
出

　

・
不
法
投
棄
、
ポ
イ
捨
て
防
止
周
知

　

・
生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
事
業

（
５
）
交
通
体
系
の
整
備

　

・
航
路
の
維
持
・
運
営

　

・
早
町
～
伊
実
久
線
の
路
面
補
修

３
．
賑
わ
い
の
あ
る

　
　
　

活
気
あ
ふ
れ
る
島
づ
く
り

（
１
）
農
業
・
林
業
の
振
興

　

・
後
継
者
、
新
規
就
農
者
の
確
保

　

・
農
福
連
携
を
通
し
た
人
材
育
成

　

・
白
ゴ
マ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

（
２
）
水
産
業
の
振
興

　

・
離
島
漁
業
再
生
支
援
事
業
の
継

続

　

・
水
産
物
加
工
施
設
の
更
な
る
活
用

方
法
検
討

（
３
）
商
工
業
の
振
興

　

・
商
工
等
資
金
利
子
補
給
補
助
継
続

　

・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
活
用
や
ク
ル

ー
ズ
船
誘
致
で
、
交
流
人
口
の
増
、

商
工
業
の
振
興
を
図
る

（
４
）
観
光
の
振
興

　

・
特
色
あ
る
資
源
や
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
、
ｅ
サ
イ
ク
ル
等

を
活
用
し
た
取
組

　

・
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た

取
組

（
５
）
特
産
品
の
開
発
・
推
進

　

・
在
来
食
材
を
活
か
し
た
加
工
業
者

の
育
成

（
６
）
移
住
・
定
住
の
促
進

　

・
移
住
者
の
受
入
体
制
の
整
備

　

・
首
都
圏
等
で
の
移
住
相
談
会

４
．
島
で
育
む
き
ら
り
と

　
　
　
　
　
　
　

輝
く
人
づ
く
り

学
校
教
育
に
お
け
る
施
策
や
取
組
等

『
新
し
い
時
代
を
見
据
え
た
次
世
代
の

教
育
の
推
進
』

～
夢
や
志
を
も
ち
、
可
能
性
に
挑
戦

す
る
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
～

　

加
速
度
的
に
進
展
す
る
社
会
を
生

き
抜
き
、
可
能
性
に
挑
戦
す
る
力
を
育

む
取
組

　

・
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
豊
か

な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育

　

・
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
能
力
を

伸
ば
し
、
社
会
で
自
立
す
る
力
を

育
む
教
育

　

・
信
頼
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り

　

・
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て

る
環
境
づ
く
り

社
会
教
育
及
び
生
涯
学
習
分
野
に

　
　
　
　
　
　

お
け
る
基
本
目
標

『
豊
か
な
人
生
と
よ
り
よ
い
社
会
を
築

く
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
』

～
人
が
輝
き
、
人
が
つ
な
が
る
生
涯
学

習
の
充
実
～

　

・
公
民
館
講
座
や
地
域
講
座
、
地
区

長
寿
者
学
級
や
家
庭
教
育
学
級

な
ど
の
充
実

　

・
７
月
に
開
催
予
定
の
県
民
体
育

大
会
大
島
地
区
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
歓
大
会
（
と
も
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
の
協
議
団
体
と

連
携
し
た
運
営

　

・
町
相
撲
場
の
再
整
備

　

・
伝
統
文
化
の
保
存
、
継
承

５
．
未
来
へ
繋
ぐ
地
域
づ
く
り

（
１
）
町
民
と
行
政
の
協
働

　

・
町
政
懇
談
会
開
催

　

・
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組

（
２
）
男
女
共
同
参
画

（
３
）
行
財
政
改
革
の
推
進

　

・
正
確
、
迅
速
、
懇
切
な
窓
口
業
務

　

・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
の
証
明
発
行
、

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

業
務
の
効
率
化
と
庁
内
の
紙
文
書

の
削
減
を
図
る

　施政方針全文について
は、町ホームページ（http://
www.town.kikai.jg.jp）
を検索するか、下のQRコー
ドを読み取ってご覧下さい。
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早町小学校卒業式　（３月22日）早町小学校卒業式　（３月22日）

第１保育園卒園式　（３月 23 日）第１保育園卒園式　（３月 23 日）

第２保育園卒園式　（３月 23 日）第２保育園卒園式　（３月 23 日）

第１保育園きりん組第１保育園きりん組

普通科 24 名普通科 24 名 商業科 16 名商業科 16 名

喜界高校第 74 回卒業式（３月１日）喜界高校第 74 回卒業式（３月１日）
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い組い組

ろ組ろ組

のぞみ幼稚園卒園式　（３月 21 日）のぞみ幼稚園卒園式　（３月 21 日）

あゆみ幼稚園卒園式　（３月21日）あゆみ幼稚園卒園式　（３月21日）

喜界中学校喜界中学校
　第12回卒業式　第12回卒業式（３月12日）（３月12日）

喜界小学校喜界小学校
第12回卒業式　（３月22日）第12回卒業式　（３月22日）
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商業科３年A組

令和６年度喜界町役場職員　人事異動一覧表　　（令和６年４月１日付）

昇格 氏　　名 新　任　職 前　任　職
（ 課 長 級 ）

武藤　裕和 住民課長
農業振興課長兼

農業委員会事務局長

富　充弘 税務課長
農業振興課参事兼

農産物加工センター所長

岩松　利和 教育委員会総務課長 町民税務課長

德　勝志
議会事務局長兼
監査委員書記長

まちづくり課長

幸田　勝光
住民課参事兼
早町支所長

町民税務課参事兼
早町支所長

○ 永井　昌徳
総務課政策調整

管理監（行政管理室）
総務課課長補佐兼

脱炭素推進監

○ 英　憲仁 まちづくり課長 まちづくり課課長補佐

○ 重野　泰浩
農業振興課長兼

農業員会事務局長
農業振興課課長補佐兼
営農支援センター所長

○ 市山　茂
大島地区消防組合
喜界消防分署長

大島地区消防組合
喜界消防分署補佐

（ 課長補佐級 ）

古沼　寛之 総務課課長補佐 企画観光課課長補佐

八木　敏文 企画観光課課長補佐
教育委員会

総務課課長補佐

廣　清太
住民課課長補佐兼

クリーンセンター所長
町民税務課長補佐兼

クリーンセンター所長

中山　佳也
住民課課長補佐
（早町支所）

町民税務課
課長補佐（早町支所）

向井　大吾
保健福祉課課長補佐兼

国民健康保険診療所事務長
保健福祉課課長補佐兼

地域包括支援センター長

沖　康仁
農業振興課課長補佐兼

農産物加工センター所長
町民税務課課長補佐

澄田　直敏
農業振興課課長補佐

（農産物加工センター）
教育委員会

生涯学習課課長補佐

都　博至
教育委員会総務課課長補佐

兼防災食育センター長
保健福祉課課長補佐兼

国民健康保険診療所事務長

○ 來　広枝 税務課課長補佐 町民税務課係長

○ 萩原　智三
保健福祉課課長補佐兼

地域包括支援センター長
保健福祉課係長

○ 碇山　貴文
まちづくり課

技術補佐
まちづくり課係長

○ 富田　道夫
農業振興課課長補佐兼
営農支援センター所長

教育委員会総務課係長
（防災食育センター）

○ 仲　悟
総務課主幹兼

デジタル化推進係長
総務課係長兼
ＤＸ推進員

○ 嶺倉　公人 住民課主幹 町民税務課係長

○ 田向　英昭 住民課主幹 町民税務課係長

○ 大高　佳男 税務課主幹 町民税務課係長

○ 伊地知　典子 あゆみ幼稚園主幹 あゆみ幼稚園係長

菊地　典子
総務課主幹

（行政管理室）
教育委員会
総務課長

來　和法
教育委員会生涯学習課

主幹兼図書館長
議会事務局長兼
監査委員書記長

（ 係 長 級 ）

豊　博則
住民課係長

（クリーンセンター）
町民税務課係長

（クリーンセンター）

林　浩之 税務課係長 町民税務課係長

豊島　正季 税務課係長 農業振興課係長

上地　恵理 税務課係長 町民税務課係長

輝　政和
教育委員会総務課係長
（防災食育センター）

農業振興課係長
（加工センター）

○ 佐倉　あゆみ 総務課係長 総務課主査

○ 上地　義光 企画観光課係長 企画観光課主査

○ 相良　忠之 まちづくり課係長 まちづくり課主査

○ 巖　泰斗
農業振興課係長

（営農支援センター）
農業振興課主査

（営農支援センター）

○ 喜村　美千代 教育委員会総務課係長 教育委員会総務課主査

横山　ひろ江 保健福祉課専門員 保健福祉課係長

（ 主 査 級 ）

作井　雄平 総務課主査 まちづくり課主査

中馬　彬 税務課主査 町民税務課主査

南　勇人 まちづくり課主査 農業振興課主査

川村　大輝 農業振興課主査 総務課主査

直　昇平 農業振興課主査 企画観光課主査

○ 乾　大介 住民課主査 町民税務課主事

○ 中山　勝史 農業振興課主査 農業振興課主事

○ 榮　岳海 農業振興課主査 農業振興課主事

○ 義岡　延樹 あゆみ幼稚園主査 あゆみ幼稚園主事

（ 一 般 職 ）

村上　健太 総務課主事 保健福祉課主事

原　泉 税務課主事 町民税務課主事

源久　秀幸 税務課主事 町民税務課主事

生村　いづみ 税務課主事 町民税務課主事

義岡　穂奈美 保健福祉課主事
教育委員会

生涯学習課主事

有馬　里菜
保健福祉課主事

（児童発達支援事業所）
あゆみ幼稚園主事

榮　佳菜子
教育委員会

生涯学習課主事
町民税務課主事

（ 出向 ）

栄　耕介 鹿児島県市町村課 総務課主事

（ 新規採用 ）

瀧　陽介 税務課

冨居　ゆかり 保健福祉課

（ 退 職 者 ）令和６年３月 31 日付

原田　久吉
大島地区消防組合

喜界分署長

豊　雅則
総務課課長補佐兼

ＤＸ推進監

初　千加子 町民税務課係長（早町支所）

操　直美
保健福祉課主事

（児童発達支援事業所）

昇格 氏　　名 新　任　職 前　任　職
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船舶海難とマリンレジャー中の事故ゼロを目指して船舶海難とマリンレジャー中の事故ゼロを目指して
～春季大型連休安全推進活動～～春季大型連休安全推進活動～

ウォーターセーフティガイド
マリンレジャーの事故防止のための
安全情報サイト

　奄美海上保安部・古仁屋海上保安署では、気温が高くなり始め増加する船舶海難及びマリンレ　奄美海上保安部・古仁屋海上保安署では、気温が高くなり始め増加する船舶海難及びマリンレ

ジャー中の事故防止を目的とした「ジャー中の事故防止を目的とした「春季大型連休安全推進活動春季大型連休安全推進活動」を実施します。」を実施します。

【実施期間】４月27 日（土）～５月６日（月）【実施期間】４月27 日（土）～５月６日（月）

○ 船舶を操船される方は、ライフジャケットの着用、発航前検査の実施（気象・海象の事前確認を含○ 船舶を操船される方は、ライフジャケットの着用、発航前検査の実施（気象・海象の事前確認を含

む）、作業中を含めた常時見張りの徹底、適切に休息をとり、無理な運航をしないようにして下さい。む）、作業中を含めた常時見張りの徹底、適切に休息をとり、無理な運航をしないようにして下さい。

○ 遊泳等で海に行かれる方は、ライフジャケットの着用、離岸流や天候等への注意、体調管理を怠ら○ 遊泳等で海に行かれる方は、ライフジャケットの着用、離岸流や天候等への注意、体調管理を怠ら

ないようお願いします。ないようお願いします。

○ 海辺でのレジャー活動を安全に無事故で楽し○ 海辺でのレジャー活動を安全に無事故で楽し

むための総合安全情報サイト『ウォーターセーむための総合安全情報サイト『ウォーターセー

フティガイド』の活用を是非お願いします。フティガイド』の活用を是非お願いします。

問い合わせ先：奄美海上保安部問い合わせ先：奄美海上保安部
　　　　　　　☎ 0997-53-5569　　　　　　　☎ 0997-53-5569
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ョ
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５
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ー
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ョ
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た
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７
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ョ
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、
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振
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れ
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れ
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知
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い
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３
月
28
日
午
前
９
時
30
分
頃
、

フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ナ
ン
社
が
所
有
す

る
ク
ル
ー
ズ
船
、
ル
・
ジ
ャ
ッ
ク

カ
ル
テ
ィ
エ
（
９
９
０
０
ト
ン
）

が
本
町
に
寄
港
し
た
。
同
社
は
、

北
極
や
南
極
、
南
米
ア
マ
ゾ
ン
な

ど
手
付
か
ず
の
自
然
や
豊
か
な
文

化
に
満
ち
た
地
域
へ
の
エ
ク
ス
ペ

デ
ィ
シ
ョ
ン
ク
ル
ー
ズ
（
探
検
や

参
加
・
体
験
型
の
船
旅
）
を
展
開

し
て
い
る
。

　

接
岸
後
、
乗
客
は
数
台
の
バ
ス

に
分
か
れ
て
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
や

阿
伝
の
石
垣
、
手
久
津
久
の
ガ

ジ
ュ
マ
ル
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
一
本

道
な
ど
を
地
域
通
訳
士
の
案
内
を

受
け
な
が
ら
観
光
し
た
。

　

当
日
は
終
始
強
風
が
吹
い
て
お

り
、
接
岸
直
後
は
快
晴
だ
っ
た
が
、

午
後
３
時
頃
か
ら
雲
行
き
が
怪
し

く
な
り
雨
が
降
る
こ
と
も
。
小
雨

の
中
、
午
後
４
時
30
分
頃
か
ら
演

芸
が
行
わ
れ
、
土
岐
和
貴
さ
ん
の

ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、
ア
ヌ
エ
ヌ
エ

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
早
町
白
水
地
区

の
八
月
踊
り
そ
し
て
島
唄
、
六
調

が
披
露
さ
れ
、
船
上
で
は
真
似
し

て
手
踊
り
し
た
り
、
カ
メ
ラ
を
向

け
る
乗
客
も
。
演
芸
が
進
行
す
る

に
つ
れ
雨
も
あ
が
り
、
夕
陽
が
雲

の
す
き
間
か
ら
覗
か
せ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
５
時
30
分
頃
本
船
は

最
終
目
的
地
の
神
戸
へ
向
け
出
港
。

LE JACQUES CARTIER
寄港 （３月 28日）

　

今
回
は
台
湾
の
基キ

ー
ル
ン隆

を
出
発
し

石
垣
島
、
竹
富
島
、
西
表
島
、
久

米
島
、
座
間
味
島
、
喜
界
島
、
神

戸
と
す
る
行
程
で
、
１
５
２
名
の

う
ち
１
３
７
名
が
台
湾
か
ら
本
船

へ
乗
船
し
て
い
た
。
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●令和６年度～令和８年度の介護保険料が変わります
　介護保険制度においては、事業の円滑な運営を図るため３年ごとに介護保険事業計画を策定し、

サービス費用の見込量等に基づき、介護保険料を算定しています。今回の見直しにより、保険料

の負担段階が９段階から 13 段階に変更になり、65 歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は下

表のとおり改正されました。また、保険料の負担段階は、本人及び世帯の合計所得金額、住民税

の課税状況等により所得に応じた保険料の設定をしています。

問い合わせ先：役場保健福祉課　保険チーム
　　　　　　　☎ 0997-65-3685

保健福祉課からのお知らせ保健福祉課からのお知らせ
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俵佐世保地方総監筒井通信所長

幸得さん幸得さん

百之台作業後（３月 26 日）百之台作業後（３月 26 日）
見晴らしが良くなりました見晴らしが良くなりました

降下訓練は実施できませんでしたが、降下訓練は実施できませんでしたが、
地上から手を振る方も地上から手を振る方も

陸
上
自
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４
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４
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よ
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よ
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っ
た
。

海
自
佐
世
保
地
方
総
監
部
、
喜
界
島
通
信
所
、

喜
界
町
３
者
で
災
害
時
の
協
定
締
結

２
０
２
４
年
自
衛
隊
新
入
隊
壮
行
会

　

２
０
２
４
年
自
衛
隊
新
入
隊
壮
行
会
（
喜

　

２
０
２
４
年
自
衛
隊
新
入
隊
壮
行
会
（
喜

界
町
自
衛
隊
家
族
会
・
薫
勇
治
会
長
、
自
衛

界
町
自
衛
隊
家
族
会
・
薫
勇
治
会
長
、
自
衛

隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
）
が
３
月
６
日
、

隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
）
が
３
月
６
日
、

第
一
空
挺
団
長
、鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
長
、

第
一
空
挺
団
長
、鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
長
、

喜
界
島
通
信
所
長
、
奄
美
警
備
隊
副
隊
長
出

喜
界
島
通
信
所
長
、
奄
美
警
備
隊
副
隊
長
出

席
の
も
と
行
わ
れ
た
。
出
席
者
か
ら
の
激
励

席
の
も
と
行
わ
れ
た
。
出
席
者
か
ら
の
激
励

の
言
葉
の
後
、
新
入
隊
者
幸
得
恵
祐
（
航
空

の
言
葉
の
後
、
新
入
隊
者
幸
得
恵
祐
（
航
空

自
衛
隊
）
さ
ん
が
「
誰
か
ら
も
頼
ら
れ
る
自

自
衛
隊
）
さ
ん
が
「
誰
か
ら
も
頼
ら
れ
る
自

衛
官
に
な
る
こ
と
が
目
標
。
そ
の
た
め
に
、

衛
官
に
な
る
こ
と
が
目
標
。
そ
の
た
め
に
、

し
っ
か
り
訓
練
に
励
ん
で
乗
り
越
え
た
い
と

し
っ
か
り
訓
練
に
励
ん
で
乗
り
越
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

思
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

す
。」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

海
自
佐
世
保
地
方
総
監
部
、
喜
界
島
通
信

　

海
自
佐
世
保
地
方
総
監
部
、
喜
界
島
通
信

所
と
町
の
３
者
は
、
災
害
時
の
協
定
締
結
式

所
と
町
の
３
者
は
、
災
害
時
の
協
定
締
結
式

を
３
月

を
３
月
1313
日
行
っ
た
。

日
行
っ
た
。

　

こ
れ
は
本
町
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
町

　

こ
れ
は
本
町
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
町

長
・
俵
佐
世
保
地
方
総
監
・
筒
井
喜
界
島
通

長
・
俵
佐
世
保
地
方
総
監
・
筒
井
喜
界
島
通

信
所
長
の
３
者
間
で
大
規
模
災
害
時
に
お
け

信
所
長
の
３
者
間
で
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
緊
急
避
難
場
所
等
に
関
す
る
協
定
が
締
結

る
緊
急
避
難
場
所
等
に
関
す
る
協
定
が
締
結

さ
れ
た
も
の
。

さ
れ
た
も
の
。

　

本
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、
大
規
模
災
害

　

本
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
通
信
所
の
緊
急
避
難
先

が
発
生
し
た
場
合
の
通
信
所
の
緊
急
避
難
先

と
し
て
の
使
用
の
手
順
等
が
明
確
に
な
っ
た
。

と
し
て
の
使
用
の
手
順
等
が
明
確
に
な
っ
た
。

　

隈
崎
町
長
は
「
今
回
こ
の
よ
う
な
協
定
を

　

隈
崎
町
長
は
「
今
回
こ
の
よ
う
な
協
定
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
て
大
変
心
強
く
思
っ
て
い

結
ぶ
こ
と
が
で
き
て
大
変
心
強
く
思
っ
て
い

る
。
今
後
も
訓
練
な
ど
を
通
し
て
さ
ら
に
連

る
。
今
後
も
訓
練
な
ど
を
通
し
て
さ
ら
に
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

10



問い合わせ先：役場住民課　☎ 65-3687
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第２回　Ｓｍｉｌｅ　Ｉｓｌａｎｄ食堂開催第２回　Ｓｍｉｌｅ　Ｉｓｌａｎｄ食堂開催
　

第
２
回
ス
マ
イ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
食
堂
が
３

　

第
２
回
ス
マ
イ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
食
堂
が
３

月月
3030
日
、
中
里
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

日
、
中
里
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
栄
貴
子
さ
ん
と
藤
原
実
子
さ
ん
が

こ
れ
は
栄
貴
子
さ
ん
と
藤
原
実
子
さ
ん
が
「
食
「
食

を
通
じ
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

を
通
じ
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

場
所
つ
く
り
や
、
子
ど
も
達
に
色
々
な
事
を

場
所
つ
く
り
や
、
子
ど
も
達
に
色
々
な
事
を

経
験
を
さ
せ
た
い
」

経
験
を
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
で
企
画
し

と
い
う
思
い
で
企
画
し

た
子
ど
も
食
堂
で
、
今
回
は
約

た
子
ど
も
食
堂
で
、
今
回
は
約
3030
名
が
参
加

名
が
参
加

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
島
の
食
材
を
使
っ

　

そ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
島
の
食
材
を
使
っ

た
パ
パ
イ
ヤ
カ
レ
ー
と
島
み
か
ん
ラ
ッ
シ
ー
。

た
パ
パ
イ
ヤ
カ
レ
ー
と
島
み
か
ん
ラ
ッ
シ
ー
。

材
料
の
ニ
ン
ジ
ン
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
フ
ス
ー
な

材
料
の
ニ
ン
ジ
ン
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
フ
ス
ー
な

ど
は
こ
の
企
画
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
方

ど
は
こ
の
企
画
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
方

か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
お
母
さ
ん
や
上

か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
お
母
さ
ん
や
上

級
生
の
お
姉
さ
ん
を
中
心
に
調
理
し
、
完
成

級
生
の
お
姉
さ
ん
を
中
心
に
調
理
し
、
完
成

後
は
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
は
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
子
ど
も
食
堂
は
今
後
も
継
続
し
て
い

　

こ
の
子
ど
も
食
堂
は
今
後
も
継
続
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

く
と
の
こ
と
で
す
。

カレーと月桃茶と島みかんラッシーカレーと月桃茶と島みかんラッシー

•
•
•
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月
刊
ジ
オ
パ
ー
ク　

令
和
６
年
４
月
号

　
　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

統
括
専
門
員　

鈴
木
倫
太
郎

三
島
村
・
鬼
界
カ
ル
デ
ラ

三
島
村
・
鬼
界
カ
ル
デ
ラ

　
　
　
　
　
　
　

ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

ジ
オ
パ
ー
ク

　

鹿
児
島
県
内
に
は
、
火
山
に
関
係
す
る
３

つ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
桜
島
・
錦

江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
、
そ

し
て
今
回
ご
紹
介
す
る
三
島
村
・
鬼
界
カ
ル

デ
ラ
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
先
日
、
県
内
の
ジ

オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
べ
く
、
事
務

局
員
一
同
が
三
島
村
へ
視
察
に
赴
き
ま
し
た
。

　

薩
摩
半
島
の
南
約
50
㎞
に
位
置
す
る
三
島

村
は
、
竹
島
・
硫
黄
島
・
黒
島
の
３
つ
の
島

か
ら
成
る
村
で
、
人
口
は
令
和
６
年
４
月
１

日
の
時
点
で
３
３
１
人
で
す
。
村
は
陸
続
き

で
は
な
い
た
め
、
役
場
は
三
島
村
の
中
に
は

な
く
鹿
児
島
市
内
の
フ
ェ
リ
ー
ふ
頭
の
す
ぐ

近
く
に
あ
り
、
役
場
に
行
く
た
め
に
は
ど
の

島
か
ら
も
フ
ェ
リ
ー
に
乗
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
離
島
の
三
島
村
は
、
平
成

27
年
に
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
最
も
人
口
が
少
な
く
、
そ
し
て
最
も

南
に
あ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　

竹
島
と
硫
黄
島
は
、
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
と
い

う
７
３
０
０
年
前
に
世
界
最
大
規
模
の
噴
火

で
き
た
噴
火
口
の
縁
に
で
き
た
島
で
す
。
そ

の
火
口
の
大
き
さ
は
、な
ん
と
直
径
約
20
㎞
！

喜
界
島
が
５
個
分
入
る
広
さ
で
す
。
今
で
も

硫
黄
島
の
硫
黄
岳
は
常
に
噴
煙
を
あ
げ
、
長

浜
湾
で
は
岩
石
の
成
分
を
含
ん
だ
地
下
水
が

湧
き
出
し
て
湾
内
を
赤
褐
色
に
染
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
す
る
火
山
の
様
子
を

目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
三
島
村
は
生
き
た

火
山
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
を
実
感
で

き
ま
す
。
硫
黄
島
で
は
常
に
噴
出
す
る
火
山

ガ
ス
で
葉
物
野
菜
が
育
た
な
い
な
ど
、
火
山

島
な
ら
で
は
の
苦
労
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

島
で
採
掘
で
き
る
硫
黄
で
線
香
花
火
を
作
る

体
験
が
で
き
る
な
ど
、
火
山
の
恵
み
を
利
用

す
る
面
白
い
取
り
組
み
も
あ
り
ま
し
た
。

　

三
島
村
は
、
な
ぜ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
村
役
場
の
ご
担
当
の
お

話
に
よ
る
と
、
三
島
村
は
人
口
減
少
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活

動
を
通
じ
て
、
三
島
村
の
人
口
を
増
や
す
」

こ
と
を
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
目
的
に
掲
げ
て

い
ま
す
。
村
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
通

じ
て
、
火
山
の
恵
み
に
よ
る
資
源
を
活
か
し

な
が
ら
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
、
三
島
村

で
持
続
可
能
な
暮
ら
し
を
目
指
す
方
に
移
住

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
お

話
を
伺
い
、
三
島
村
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク
を
通

じ
て
離
島
な
ら
で
は
の
課
題
の
解
決
や
、
島

の
将
来
に
活
か
し
た
い
！
と
い
う
明
確
な
意

図
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク

も
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
通
じ
て
喜
界
島

の
課
題
を
解
決
し
、
喜
界
島
を
盛
り
上
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
視
察
を
終
え
、
私
た

ち
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
大
先
輩
、
三
島
村
の
よ

う
に
喜
界
島
の
将
来
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

く
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
！

長浜港長浜港

三島村・喜界ジオパーク提供
13　Kikai Public Relations 2024.4
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　喜界島みらい会議は、喜界島が直面する人口減少などの課題を共有し、これからの島の未来を島

民の方々が話し合う場となるように、令和５年の９月より広報きかいの誌面上でスタートしました。毎

月、喜界島内で様々な活動を進める団体の方々が、これからの喜界島の未来に向けた想いや活動を

紹介しています。そして今回、島民の方々に広くお声がけし、令和６年３月３日、役場コミュニティホー

ルにおいて第１回目の「喜界島みらい会議」を開催しました。当日は、喜界中学の生徒さんから人生

の大先輩の方 ま々で、幅広い年代の約 100 名の方々にお集まりいただきました！　ご参加いただきま

した皆様、ありがとうございました。

　会議は、町議会の野間弘也議員と土岐和貴議員による明るい雰囲気で進めていただきました。また、

会議では多くの方々が話しやすい形にしようと、参加者の方々が全員中心を向く車座のレイアウトに

設定しました。最初に会場の中心で挨拶

をいただいた隈崎町長は、慣れない会場

の形に少々戸惑っているご様子でした。

　会議の中で話題としたテーマは２つ。

１つ目は「喜界島のみらいの農業」です。

まずは島の農業関係の方に、現在の島で

の農業の取組や将来の農業への想いを紹

介していただきました。その後、参加者が

３人から５人のグループに分かれて意見を

述べ合い、出た意見を参加者の皆さんに

向けて紹介していただきました。参加者か

らは、「有機栽培を目指しながらスマート

農業を適応しては」「子どもの居場所づく

りを目的とした農業体験の場を」など、将

来の農業を見据えた様々な意見を聞くこと

ができました。そして二つ目のお題は、「子

どもたちのために喜界島に残したいもの」

でした。参加者からは、現在の課題やそ

の解決方法の提案などの意見が上がりま

した。また、インターネットで得た情報で

島の良さを見直したという中学生や、文化芸能の継承についての難しさや解決方法を先輩に問うシー

ンも見られ、幅広い世代の方々が意見を述べ合う機会となりました。

　記念すべき第１回目の喜界島みらい会議は、盛会のうちに終了しました。この会議を通じ、多くの

方々が島の現状に問題意識を持ち、それを解決して島の未来を考えていこうとしている姿を見ること

ができました。この会議は、島の方々から直接意見をいただき、町の施策や計画にも反映することも

目的の一つです。今後も、広報きかいでの連載と、年に一度の対面の会議を継続する予定です。ぜひ、

皆さんの意見を会議にお寄せいただき、島の未来を皆さんとともに考えていきたいと思います。今後

とも喜界島みらい会議を是非ぜひよろしくお願い申し上げます。

第１回　喜界島みらい会議開催！ （３月３日）第１回　喜界島みらい会議開催！ （３月３日）

喜界島みらい会議実行委員
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令
和
５
年
度

令令令
和和和和和
５５５５５
年年年年年年
度度度度度

鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
結
果

鹿鹿鹿
児児児児児
島島島島島
学学学学学学
習習習習習
定定定定定
着着着
度度度度度
調調調調調調
査査査査査
結結結結結
果果果果果

　

１
月
16
～
17
日
、
県
下
全
て
の
小
学
５
年

生
と
中
学
１
・
２
年
生
を
対
象
と
し
た
鹿
児

島
学
習
定
着
度
調
査
が
行
わ
れ
、
先
日
結
果

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
と
、
そ
れ
ら
を

活
用
す
る
思
考
・
判
断
を
把
握
す
る
問
題
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

学
力
向
上
と
授
業
改
善
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
の
表
は
、
県
平
均
を
１
０
０
と
し
た
と

き
の
喜
界
町
の
正
答
率
を
表
し
て
い
ま
す
。

３
年
間
の
経
過
を
見
る
と
、
顕
著
な
傾
向
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
教
科
に

よ
っ
て
は
課
題
が
見
ら
れ
る
内
容
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
令
和
６
年
度
も
児
童
生
徒
の
発

達
段
階
を
踏
ま
え
つ
つ
、
各
教
科
の
特
質
に

応
じ
た
授
業
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
例

え
ば
、
国
語
科
で
は
自
分
の
思
い
や
考
え
を

他
者
と
伝
え
合
っ
た
り
文
章
を
読
ん
で
解
釈

し
た
り
す
る
た
め
に
、
学
年
に
応
じ
た
語
彙

の
質
と
量
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
各

教
科
の
「
縦
の
つ
な
が
り
」
を
基
に
「
①
毎

時
間
の
授
業
改
善
」、「
②
良
問
へ
の
取
組
」

「
③
個
別
指
導
」
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

日
頃
の
授
業
改
善
が
喜
界
町
全
体
の
学
力

向
上
に
つ
な
が
り
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
が

学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
今
後
も
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
す
。
各
家
庭
で
も
、
学
習
習
慣
の
確

立
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１年 ２年

R3 R4 R5 R3 R4 R5

国 88 99 85 103 95 83

社 84 101 94 95 99 101

数 96 93 90 98 93 94

理 93 82 87 96 69 100

英 75 95 93 90 82 84

中学生の結果

R3 R4 R5

国 91 100 95

社 96 97 93

算 86 100 101

理 93 105 91

小学５年生の結果

隆隆
起起
ササ
ンン
ゴ
礁礁
上上
植植
物物
群
落落
のの

フ
ィィ
ーー
ル
ド
ワワ
ーー
クク
を
行行
いい
まま
し
た
！！

　

３
月
３
日
に
国
指
定
天
然
記
念
物
「
喜
界

島
の
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
上
植
物
群
落
」
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
、
南
西
諸
島
の
植
物
に
詳
し
い

寺
田
仁じ

ん
し志

先
生
を
講
師
に
招
き
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
情
報
発
信
の
起
点
と
な
る
島

内
ガ
イ
ド
や
学
校
の
先
生
方
を
対
象
に
、
国

の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
荒
木
中
里
遊

歩
道
の
植
生
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

荒
木
中
里
遊
歩
道
に
は
、
イ
ソ
マ
ツ
や
テ
ン

ノ
ウ
メ
（
テ
ン
バ
イ
）
な
ど
と
い
っ
た
海
岸
の

過
酷
な
環
境
に
耐
え
う
る
植
物
か
ら
内
陸
に

向
か
っ
て
ア
ダ
ン
や
オ
オ
ハ
マ
ボ
ウ
（
ユ
ナ
）、

ア
カ
テ
ツ
（
ハ
マ
カ
シ
）
な
ど
様
々
な
植
物
が

連
続
的
に
生
育
し
、
そ
の
移
り
変
わ
り
が
良

好
に
見
ら
れ
る
場
所
で
す
。
こ
の
よ
う
な
隆

起
サ
ン
ゴ
礁
上
の
一
連
の
植
生
が
残
っ
て
い
る

場
所
は
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
無
い
そ
う
で

す
。

　

講
師
か
ら
海
岸
地
帯
の
植
物
の
移
り
変
わ

り
や
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
上
に
生
育
す
る
特
徴
的

な
植
物
に
つ
い
て
解
説
が
あ
る
と
、
参
加
者
は

そ
の
つ
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
は
、
荒
木
中
里
遊
歩
道
の
植
物

群
落
が
国
の
指
定
を
受
け
て
10
年
を
迎
え
ま

す
。

　

講
演
会
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、お
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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水道配管工事に伴う町道の通行止めについて水道配管工事に伴う町道の通行止めについて

町道「湾～上嘉鉄線」町道「湾～上嘉鉄線」

役場まちづくり課では、新たな水源から南部浄水場までの配管工事を実施する予定です。

・水道用配管の埋設工事に伴い、町道「湾～上嘉鉄線」の一部区間を「全面通行止め」とさせていただきます。
・ 工事期間は、令和６年４月 15 日～同９月 30 日までを予定しておりますが、具体的な通行止めの期間は、

工事看板等でお知らせいたします。
・その他ご不明な点などがございましたら、役場まちづくり課へ連絡お願いいたします。
・工事に伴い、ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

問い合わせ先：役場まちづくり課　☎ 0997-65-3691
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２
０
２
３
年
度
奄
美
群
島
通
訳
案
内
士

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
修
了
証
書
授
与
式

現地でも学びました（１月８日）現地でも学びました（１月８日）

と
し
て
お
り
、
通
訳
ガ
イ
ド
と
し
て
の
質
の
維

と
し
て
お
り
、
通
訳
ガ
イ
ド
と
し
て
の
質
の
維

持
や
技
術
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
。

持
や
技
術
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
。

本
町
で
は
武
藤
か
を
る
さ
ん
、
浜
井
恵
美
子

本
町
で
は
武
藤
か
を
る
さ
ん
、
浜
井
恵
美
子

さ
ん
、
廣
里
美
さ
ん
、
行
本
未
沙
希
さ
ん
が
受

さ
ん
、
廣
里
美
さ
ん
、
行
本
未
沙
希
さ
ん
が
受

講
し
、
通
訳
ガ
イ
ド
と
し
て
の
心
得
や
、
英
語

講
し
、
通
訳
ガ
イ
ド
と
し
て
の
心
得
や
、
英
語

で
喜
界
島
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
紹

で
喜
界
島
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
紹

介
す
る
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
。

介
す
る
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
。

　

研
修
を
受
講
生
し
た
武
藤
か
を
る
さ
ん
は
、

　

研
修
を
受
講
生
し
た
武
藤
か
を
る
さ
ん
は
、

「
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
的
確
な
説
明
は

「
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
的
確
な
説
明
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
笑
顔
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
笑
顔
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
忘
れ
ず
、
ｘ
ｓ
ク
ル
ー
ズ
船
の
通
訳
ガ
イ

ン
を
忘
れ
ず
、
ｘ
ｓ
ク
ル
ー
ズ
船
の
通
訳
ガ
イ

ド
も
頑
張
り
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

ド
も
頑
張
り
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

修了証授与式（３月 18 日）修了証授与式（３月 18 日）

　

２
０
２
３
年
度
奄
美
群
島
通
訳
案
内
士
ス

　

２
０
２
３
年
度
奄
美
群
島
通
訳
案
内
士
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
受
講
し
た
４
名
の
修
了
証

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
受
講
し
た
４
名
の
修
了
証

書
授
与
式
が
、
３
月

書
授
与
式
が
、
３
月
1818
日
に
役
場
研
修
室
で

日
に
役
場
研
修
室
で

行
わ
れ
た
。

行
わ
れ
た
。

　

こ
の
研

　

こ
の
研

修
は
奄
美

修
は
奄
美

群
島
広
域

群
島
広
域

事
務
組
合

事
務
組
合

が
育
成
を

が
育
成
を

進
め
る
地

進
め
る
地

域
通
訳
案

域
通
訳
案

内
士
の
資

内
士
の
資

格
を
持
つ

格
を
持
つ

人
を
対
象

人
を
対
象

座学（１月８日）座学（１月８日）

アリモドキゾウムシ根絶のために
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正社員●月給 175,000 円から（試用期間あり）
　　　●月約 22 日出勤（実質週休２日）
　　　●２交代制（８時間勤務：休憩１時間）
　　　　早番８:00 ～ 17:00
　　　　遅番 14:00 ～ 23:00
　　　●家族がいる方専用で２DK の寮があります
　　　　家賃 20,000 円（駐車場無料、家電無し）

※※正社員募集※※
【パーラーキング】

●ホールパートさんも募集中です（試用期間あり）
　時給→ 1,000 円

1,100 円（土日祭日出勤可能な方）
1,200 円（18 時以降）

　早番シフト→ 10:00 ～ 16:00（１時間休憩）
　遅番シフト→ 17:00 ～ 23:00（１時間休憩）
　　　　又は→ 18:00 ～ 23:00（小休憩あり）
　　※ 22 時以降は深夜残業手当付き
　　　５時間勤務、月 125 時間勤務
　　　　ご希望の方はお電話ください
　　　　担当：名越　　☎ 0997-55-3277

有料広告

21　Kikai Public Relations 2024.4



22



自家用有償旅客運送が始まります

バス・タクシー事業が地域の公共交通をすべて賄うことが困難な場合であって、地域にバス・タクシー事業が地域の公共交通をすべて賄うことが困難な場合であって、地域に
おける輸送手段の確保が必要な場合に、必要な安全上の措置をとった上で、市町村やおける輸送手段の確保が必要な場合に、必要な安全上の措置をとった上で、市町村や
NPO 法人等が、自家用車を用いて提供する運送サービスです。

1. 運送を実施する団体1. 運送を実施する団体
　認可地縁団体　コミュニティ喜界協議会　認可地縁団体　コミュニティ喜界協議会
　代表　園田　直樹　代表　園田　直樹

２. 運送の区域２. 運送の区域
　町内全域　町内全域
　但し、自家用有償旅客運送の運行にあたっては、　但し、自家用有償旅客運送の運行にあたっては、
　　1． 町内で運営している一般乗用旅客自動車運送事業者の有限会社 日の出タクシー　　1． 町内で運営している一般乗用旅客自動車運送事業者の有限会社 日の出タクシー

が運行していない時間帯（AM１：00 ～ AM ８：00）における町内全域での運行が運行していない時間帯（AM１：00 ～ AM ８：00）における町内全域での運行
　　2． 日の出タクシーが運行する時間帯（AM ８：00 ～ AM１：00）において、日の出　　2． 日の出タクシーが運行する時間帯（AM ８：00 ～ AM１：00）において、日の出

タクシーからの運行指示に基づいて実施する町内全域における運行タクシーからの運行指示に基づいて実施する町内全域における運行

3. 料金体制3. 料金体制
　最初の１ｋｍまで 400 円以後、0.5 ｋｍ増すごとに 50 円 　最初の１ｋｍまで 400 円以後、0.5 ｋｍ増すごとに 50 円 
　待機料金は 10 分ごとに 300 円　待機料金は 10 分ごとに 300 円
　早朝、深夜料金は一律 300 円　早朝、深夜料金は一律 300 円
　時間貸しは１時間ごとに 3,500 円となります。　時間貸しは１時間ごとに 3,500 円となります。

４. 対象者４. 対象者
　地域住民及び来島者　地域住民及び来島者

詳細については、役場企画観光課（65-3682）へお問い合わせください。詳細については、役場企画観光課（65-3682）へお問い合わせください。

自家用有償旅客運送とは？自家用有償旅客運送とは？

ササササーービビビビビスススででですすすすす。。。。サービスです。
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☎

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

　

暖
か
い
季
節
に
な
り
、
気
持
ち
が

前
向
き
に
な
る
一
方
で
、
身
体
の
だ
る

さ
や
気
持
ち
の
不
安
定
さ
を
感
じ
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
気
合
を
入
れ

て
頑
張
る
ぞ
！
と
思
っ
て
は
み
ま
す

が
、「
身
体
が
重
く
て
す
で
に
疲
れ
て

い
る
感
じ
」
…
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

そ
れ
は
、
自
律
神
経
が
乱
れ
て
い

る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
律
神

経
と
は
頑
張
り
と
緊
張
の
「
交
感
神

経
」
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
「
副
交
感
神
経
」

の
こ
と
で
す
。
こ
の
二
つ
の
神
経
が
バ

ラ
ン
ス
良
く
働
き
合
う
こ
と
で
、
生

き
て
い
く
上
で
必
要
な
機
能
が
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冬
は
交
感
神
経
優
位
、
夏
は
副
交

感
神
経
優
位
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
初
夏
か
ら
夏
の
こ
の
時
期

は
、
交
感
神
経
か
ら
副
交
感
神
経
優

位
へ
変
わ
る
移
行
期
。
こ
の
時
期
は
、

気
候
の
変
化
に
加
え
、
気
圧
の
変
化
、

環
境
の
変
化
、
様
々
な
人
生
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
重
な
り
、
自
律
神
経
へ
の

負
担
は
増
大
し
ま
す
。
頑
張
り
す
ぎ

る
と
、
メ
ン
タ
ル
不
調
や
体
調
不
良

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
を
意
識
す

る
◆
新
た
な
ル
ー
ル
を
自
分
に
課
さ
な
い

◆
朝
は
太
陽
の
光
を
浴
び
て
、
夜
は
い

つ
も
よ
り
長
め
の
睡
眠
時
間
を
確

保
す
る

◆
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る

◆
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
食
べ
物
を
よ
く

噛
ん
で
、
時
間
を
か
け
て
食
べ
る

◆
軽
く
体
を
動
か
す

◆
早
め
に
周
り
に
相
談
す
る

　

春
先
の
不
調
に
は
、
早
め
に
休
息

を
心
が
け
て
、
普

段
よ
り
ゆ
っ
た
り

過
ご
す
こ
と
を
意

識
し
ま
し
ょ
う
。

　

喜
界
町
で
は
、
集
団
健
（
検
）
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
（
特
定
健
診
は

個
別
健
診
あ
り
）。
健
（
検
）
診
費

用
を
公
費
で
負
担
し
て
お
り
、
通
常

よ
り
も
安
く
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

主
な
健
（
検
）
診
を
下
記
に
示
し

て
い
ま
す
。
下
記
以
外
の
検
査
も
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
を
知
り

た
い
方
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
特
定
健
診
・
長
寿

健
診
・
若
年
健
診
の
申
し
込
み
を
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
受
け
付
け
る
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
、
5
月
下
旬
に
届

く
案
内
を
ご
確
認
の
上
、
健
診
の
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
命
に
は
、
限
り
が
あ
り

ま
す
。
将
来
後
悔
し
な
い
た
め
に
、

今
、
行
動
し
ま
せ
ん
か
？
健
（
検
）

診
は
、
自

分
の
大
切

な
将
来
を

守
る
た
め

に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　

み
な
さ
ん
、
体
調
は
大
丈
夫
？

不
調
を
起
こ
さ
な
い
コ
ツ

不
調
を
起
こ
さ
な
い
コ
ツ

今
年
度
の
健(

検)

診
の

　
　
　

予
定
を
立
て
ま
し
ょ
う
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伊実久ユミタ編

わーめーぬ たみむ　ぬくちゅてぃくりーよ！
 （私の分も 残しててくださいよ！）

あの日あの頃

ばしゃーやまち   いりばじゃが ....うらが  くらしすん
とぅ きにぇー　わんなーやーぬ　ばしゃーやまば 
うぇーてぃ  くりゆんからやー。
 （ 芭蕉山といえばだが ....  あなたが結婚する
    時にはうちの芭蕉山を
    分けてあげるからね。）

ゃゃーやーやーやまばまばまば 

婚婚婚するするする

ししすんすん

ふれー  くまたやー。あっしりば　ふまに  あんまーが
うたぬ　ばしゃーでぃ つくたぬ  ぬぬが   あんなてぃ  
うりじ  みーむんぬ てぃ ぬぎぃーば  つくりば さっしかやー？
 （それは困ったなぁ。それなら  そこにばあさんが
   織った芭蕉布があるから  
   これで新しい手ぬぐいを作ったらどうかな？ )

. あ
を
）

                    やっけー やっけー！　ばしゃーやまに  
                     すちゅんちゅから  むらたぬ   ゆかむんぬ
　　　　   てぃ ぬぎぃ－ば   かんとぅ ちっ ちしまてぃ。
                      （大変、大変！ 芭蕉山に
　　　　　    好きな人からもらった大事な
　　　　　    手ぬぐいを落としてきてしまった。)

●
伊
実
久
芭
蕉
山
節
の
歌
唱
者
：
岡
本
豊
子
さ
ん

昭
和
　
年
生
ま
れ
、
志
戸
桶
出
身

●
平
成
　
年
島
唄
伝
承
保
存
事
業
に
お
い
て
録
音
音
源
よ
り

☆
豊
子
さ
ん
は
、
幼
い
頃
に
唄
と
踊
り
が
大
好
き
だ
っ
た
祖
母
に

手
を
引
か
れ
、
唄
遊
び
の
場
で
シ
マ
唄
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
影
響
も
あ
り
、
子
育
て
が
落
ち
着
い
た
後｢

喜
界
島
民
謡

保
存
会｣

に
所
属
し
シ
マ
唄
伝
承
保
存
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

24 11

歌
い
継
ぐ
奄
美
の
島
唄

喜
界
島

☆
　
付
き
歌
詞
集

    【
歌
い
継
ぐ
奄
美
の
島
唄

     

喜
界
島
】
よ
り
ご
紹
介

            ユミタ指導：玉岡カツヱさん

喜界町中央公民館 歴史民俗資料室

　　　　　集合写真（小学生から高校生）
昭和 27 年 1月 1日　伊実久 厳島神社鳥居前

島遊びの綱引き　メッパーリ対シッパーリ
                        　昭和 57 年

～うやふじぬ想いをつなぐ～

・・

わーわーわーめめめ
（（私の私の私の

分け分けてあてあげるげるげる

わわわ
（（

    分け分け分けてあてあてあ

         や 

              

          に  

結婚婚婚なたがたたたたたたた 婚婚婚
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自動車税種別割は５月31日までに納めましょう!!自動車税種別割は５月31日までに納めましょう!!
　自動車を所有する皆様、納期内納付ありがとうございます。自動車税種別割は、毎年４月１日時点

で自動車（軽自動車は除く）を所有している方に納めていただく税金（県税）です。

　今年は「納税通知書発送日」が４月 26 日（金曜日）、「納付期限」は５月 31 日（金曜日）ですので、

納め忘れがないようにしましょう！

　自動車税種別割について、納税通知書が届かないなど、ご不明な点がありましたら、鹿児島地域振

興局自動車税課（099-261-5611）又は、大島支庁県税課（0997-57-7225）まで、お気軽にお

問い合わせください。

　県ホームページにも情報が掲載されていますので、ご覧ください。

https://www.pref.kagoshima.jp/ab07/kurashi-kankyo/zei/aramashi/car/car2.html

ふるさと納税
（敬称略）

二
瓶  

文
隆

濵
井  

哲
次

井
上  

隆

布
施  

慎
也

望
月  

正
敏

千
田  

浩
之

岡
本  

祐
一

奈
良  

恒
則

寺
島  

武
史

藤
井  

登

東
京
都
江
東
区

広
島
県
廿
日
市
市

兵
庫
県
姫
路
市

京
都
府
京
都
市

東
京
都
清
瀬
市

東
京
都
港
区

千
葉
県
流
山
市

東
京
都
世
田
谷
区

愛
知
県
名
古
屋
市

京
都
府
京
都
市

静
岡
県
浜
松
市

静
岡
県
静
岡
市

愛
知
県
名
古
屋
市

兵
庫
県
尼
崎
市

北
海
道
札
幌
市

東
京
都
板
橋
区

愛
媛
県
松
山
市

大
阪
府
泉
大
津
市

東
京
都
中
央
区

神
奈
川
県
川
崎
市

埼
玉
県
朝
霞
市

東
京
都
新
宿
区

津
村  

大
輔

織
戸  

邦
明

田
中  

千
香
子

濵
井  

清
豊

山
下  

建

佐
藤  

嘉
一

大
牟
禮  

治
人

仙  

哲
也

八
木
下  

隆
昭

佐
藤  

博
紀

片
山  

慶
太
郎

堀
内  

元
城

R6.2.16～3.15申込分

・寄付者合計　  466名

・広報掲載希望　  22名

当月合計： 5,525,000 円

今年度累計： 158,991,000 円

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
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<

萌
葉
会>

季

忘

る

こ

と

な

く

清

楚

に

天

梅

は

主

な

き

家

の

鉢

に

咲

く

と

う

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
晴
れ
や
か
会
見
伴
侶
得
て
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
期
待
高
ま
る

毎

晩

の

安

否

確

認

娘こ

ら等

二

人

ひ

と

り

暮

ら

し

の

私

を

安

じ

て

八
重
咲
の
ガ
ー
ベ
ラ
揺
ら
す
ゆ
り
か
ご
に
ほ
ん
の
一
セ
ン
チ　

か
ま
き
り
の
子
は

軒

下

の

干

し

大

根

に

風

揺

ら

ぎ

春

の

味

覚

の

匂

い

た

ち

く

る

ふ
く
い
く
と
わ
が
胸
浚
う
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
芯
に
促

す
決
断
ひ
と
つ

会
葬
に
感
謝
を
述
べ
る
喪
主
の
人
目
元
に
遺
影
の
お
も
か
げ
残
す

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

永
瀬　

す
が
乃

弘
岡　

稲
子

喜界町の住民基本台帳人口
（令和５年４月１日現在）

世 帯 数  ・・・ 3,653 戸（▲ 30）

人 口  ・・・6,457 人（▲ 84）

男   ・・・3,185 人（▲ 48）

女   ・・・3,272 人（▲ 36）

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

喜界町の住民基本台帳人口
（令和６年４月１日現在）

世 帯 数  ・・・ 3,630 戸（▲ 37）

人 口  ・・・6,314 人（▲ 85）

男   ・・・3,126 人（▲ 28）

女   ・・・3,188 人（▲ 57）

（
敬
称
略
）

氏　
　

名　

    

住
所

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

前
島
　

敏
子

山
倉
　

良
二

安
達
　

弥
生

髙
木
　

智
之

嶺
　

美
津
枝

祝
　

信
之

城
久

大
阪
府

中
里

志
戸
桶

滝
川

湾

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏　
　

名　

   

（
年
齢
・
住
所
）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

氏　
　

名　
　
　

住
所

田
邊
　

大
智
　
　

（
花
良
治
）

澤
田
　

の
ぞ
み
　
　

（
白
水
）

（
85
才
・
中
里
）

（
68
才
・
滝
川
）

（
92
才
・
湾
）

（
91
才
・
佐
手
久
）

（
83
才
・
赤
連
）

久
野
　

嘉
男

嶺
　

茂
彦

祝
　

オ
エ
ツ

坂
　

京
子

東
郷
　

美
津
子

Ｓ 35 年生、 還暦記念で町へテントを寄贈

　Ｓ35 年生がコロナ禍によりできなかった還暦祝いを昨年
開催し、その記念にテントを町へ寄贈してくださいました。
　今後のイベント等で有効に活用させていただきます。

ありがとうございますありがとうございます

（　）は前月比、▲はマイナス
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
．４

Ｖ
ｏｌ．６

８
２

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（令和６年 5 月 1 日～ 5 月 31 日迄）

編
　

集
　

後
　

記

上記カレンダーの●については保健福祉課（65-3685）へ
●については図書館（65-0962）へお問い合せください。

　

令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
、
生
島
常
智
が
広
報
き

か
い
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

の
写
真
撮
り
に
伺
え
た
ら
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
何
か

あ
っ
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

広
報
３
年
目
だ
っ
た
昨
年
度
の
途
中
か
ら
、
単
純

な
作
り
方
し
か
し
て
い
な
い
の
も
あ
っ
て
か
〝
自
分
が

つ
く
る
広
報
、
も
し
か
し
て
飽
き
ら
れ
て
る
？
〝
っ
て

思
う
こ
と
が
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
あ
っ
て
、〝
何
か
な
い
か
ね

～
〝
と
思
い
な
が
ら
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、「
表
紙

を
募
集
す
る
の
お
も
し
ろ
そ
う
じ
ゃ
な
い
？
」
と
い
う

の
を
飲
み
の
場
で
言
わ
れ
〝
も
～
ら
い
♪
〝。
と
い
う

こ
と
で
、koho@

tow
n.kikai.lg.jp

か
、
僕
個
人
の

携
帯
電
話
に
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
６
月
末
く
ら

い
ま
で
に
画
像
提
供
し
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

勝
手
な
判
断
と
偏
っ
た
見
方
で
、
７
月
号
あ
た
り
の

表
紙
に
採
用
し
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ
随
時
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
も
し
ろ
い
も
の
な
ど
良
か
っ
た
ら
情
報

提
供
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
中
頃
、「
ヒ
マ
ワ
リ
と
コ
ス
モ
ス
が
一
緒
に
咲
い

て
い
て
不
思
議
」
と
言
わ
れ
た
の
を
思
い
出
し
て
撮
っ

た
も
の
を
表
紙
に
し
て
み
ま
し
た
。「
秋
桜
」
と
書
く

〝
コ
ス
モ
ス
〝、
夏
の
風
物
詩
〝
ヒ
マ
ワ
リ
〝
が
３
月
に

咲
く
…
。言
わ
れ
て
み
れ
ば
不
思
議
っ
て
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
ゆ
る
く
た
の
し
く
広
報
作
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

●内科診療
　【診療８：30】

●資料休館日 憲法記念日
● ブックスタート

おはなし会
　【11：00】

みどりの日

5 6 7 8 9 10 11

こどもの日
●おはなし会
　【11：00】
●内科診療
　（８日まで）
　【診療８：30】

振替休日
●休館日

●おはなし会
　【14：00】

12 13 14 15 16 17 18

●内科診療
　（15 日まで）
　【診療８：30】

●休館日 ● ２歳・２歳半
健診

　【すこ】

●３歳児健診

　【すこ】

19 20 21 22 23 24 25

●おはなし会
　【11：00】

●休館日 ● ３カ月・７カ月
児 健 診、１歳
歯科相談

　【すこ13：00】

●おはなし会
　【14：00】

26 27 28 29 30 31

●内科診療
　（29 日まで）
　【診療 8：30】

●休館日
●母子相談
　【子育11：00】

第２保育園第２保育園

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

第１保育園第１保育園

のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

28


